















































は17. 0％で， 2 割に満たない状況である。また，
教育課程の編成にあたり，小学校と情報交換な
どの連携をした幼稚園は，公立園では約 7 割
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している 2 頁（絵本『がちゃがちゃ どんどん』，





























































p. 2 ）の中の 1 つ 1 つの細かい図形を見逃さず
に捉えて，その形を表現していた。また，右頁






























対象 京都幼稚園　年長児 2 クラス，年中児 2 クラス












③第 3 回の実践を参観し， 3 方向か
らのＶＴＲ記録と筆記記録を取る。
表 3 　全 3 回の保育のねらい
時 ねらい
第 1 時（15分） 絵をオノマトペと身体の動きで表現する。
第 2 時（15分） 楽器を使って自由に音遊びをする。
第 3 時（25分） 楽器を用いて絵を音で表現する。
【写真 2 】紙の動きを真似る
【写真 3 】右頁を「ぴょんぴょん」と動く
【図 1 】絵本『がちゃがちゃどんどん』p. 2 － 3
─ 77 ─
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3 ．3 　第 2 時の実践の様子

























3 ．4 　第 3 時の実践の様子
第 3 時では活動の締めくくりとして，初めに
第 1 時で取り上げた 2 枚の絵（図 1 ）を，イ
メージに合うように民族楽器の音で表した。




































2016年 7 月 5 日と 7 日に，筆者らは京都女子





にまとめた。また，全 2 時間の指導計画を表 5
【写真 4 】楽器の音に耳を傾ける
【図 2 】絵本『がちゃがちゃどんどん』p. 20－21











対比がわかりやすい 2 枚の絵（図 1 ）を取り出
して提示し，オノマトペを発しながら身体表現
することを促した。
子どもたちは，左頁（図 1 ，p. 2 ）の絵の中
















楽器の音探索では， 7 ～ 8 人のグループに分
かれ，民族楽器 9 種類のセットの中から， 1 つ
ずつ楽器を手に取って一通り鳴らして音を確認






































【写真 6 】図 1 の絵を身体表現する 1 年生
【写真 7 】民族楽器の音を確認する 1 年生①
【写真 8 】民族楽器の音を確認する 1 年生②
─ 79 ─














4 ．3 　第 2 時の実践の様子
先ずは前回と同様に，絵からオノマトペと動
きを引き出し，面白い表現をしている子どもの
動きとオノマトペを皆で真似したり，図 1 の 2
枚の絵を 9 種類の民族楽器の音で表現した。そ
の後，グループに分かれ，新たに提示された図




























































































































































































































































2 ）前掲 1 ）の②　69頁


























































































楽 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 」（ 課 題 番 号
25381279，研究代表者：岡林典子）の研究分
担者である甲南女子大学の坂井康子教授，京
都橘大学の佐野仁美准教授を交えて，岡林，
難波，山崎，深澤の 6 名で題材や方法を検討
した。幼稚園での実践は，松田，藤井，高橋，
大瀧が行い，小学校での実践は山崎が行った。
13） 2 章の内容については，佐野仁美・岡林典
子・坂井康子「『音楽づくり』へつなげる幼
児の表現遊び─絵本を用いた実践をもとに
─」関西楽理研究 XXXⅢ，2016年，15－31
頁より一部引用している。
